
 

 
 
むかしあそび（１・２年生）！ 

１０月１４日（水）の午前中、１・２年生合同の「むかしあそび」を実施しました。 

子どもたちは、１・２年生の縦割り班による１５名程度のグループに分かれ、各グル

ープごとに１０種類のむかしあそび（下写真は一例）を体験しました。各ブースでは、

地域の方々が見守りやサポートをしてくださいました。当日は、なんと３４名もの地域の

方にご参加いただき、各ブースで子どもたちを温かく支えてくださいました。 

会場となった体育館や１年生教室には、子どもたちの元気な声と笑顔があふれて

いました。そして、そんな子どもたちを見守る地域の方々の表情にも自然と笑顔が広

がり、会場全体が温かな雰囲気に包まれていました。 

＜この取組が実施されるまで＞ 

❶ 学校で取組の実施が決定すると、学校から上宇部地域の地域学校協働活動 

推進員さんへ相談します。 

❷ 地域学校協働活動推進員さんは、地域の方々に取組の趣旨を説明しながら参 

加者を募集し、参加者名簿を作成します。 

❸ 地域の代表の方、１・２年生担当教員、地域学校協 

働活動推進員さんによる事前打ち合わせを行います。 

❹ 実施当日は、地域の代表の方から参加者の皆さんへ 

説明を行い（右写真）、活動がスタートします。 
 

今回の「むかしあそび」は、地域と学校が連携して行う取組の一例です。多くの地

域の方々にご参加いただけることはもちろんですが、その中心となって地域と学校を

結びつけてくださっているのが地域学校協働活動推進員さんです。参加者の募集や

連絡調整といった実務だけでなく、地域の方々の思いや学校の願いをつなぎ合わせ

てくださっています。子どもたちは、このような多くの方々の支えによって、豊かな学び

の機会を得ています。まさに、地域と学校がともに子どもたちを育てる「地域とともに

ある学校」、そして「学校を核とした地域づくり」が実現している一場面でした。 
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２年生は、１年生のお世話
役となり活躍していました！ 


